
 
 

２０１９年 ３月 浜松聖書集会のご案内 
（ 時間：午前１０時 ～ 正午 ） 

○ ３月 ３日（日） 集会              （アクト研修交流センター４０３号室）           

司会：永井 徹      感話：溝口 春江 
聖書講話：マタイによる福音書 ６章２４節～３４節         

  「矢内原事件」                            平井 国雄                         
 

○ ３月 １０日（日）集会                 （アクト研修交流センター４０３号室）     
司会：大手 美千代    感話：岩田 堯     

聖書講話：イザヤ書 ７～８章  

「静かにして恐れるな 信じなければ立つことはできない」      武井 陽一  

                                                       

〇 ３月 ２４日（日）集会                   （クリエート浜松 ５１号室）    
司会：永井 徹     感話：生江 扶左子    

聖書講話：ヨハネの手紙 Ⅰ ５章  

 「イエス・キリストの恵み、永遠の命」                          水戸 潔  
 
 

〇 ３月 ３１日（日）集会                （アクト研修交流センター４０３号室）     
司会：溝口 春江     感話：大屋 智代      

聖書講話：イザヤ書 ９～１０章  

「主権が一人のみどりごの肩にある 主の熱情が成し遂げる」     武井 陽一  

 

                   ・・・・通   信・・・・ 

 

１） 名古屋 内村鑑三記念キリスト教講演会  主催：名古屋聖書研究会 
日時：３月３日（日）１３時半～ 場所：ウィルあいち ３階第３会議室 名城線市役所前 
演題・講師：「はじめにロゴスがあった」浪川 幸彦 「見えない神を信じる」月本 昭男 

 
２） ２０１９年度聖書学習講座案内 

無教会研修所主催、NPO 法人今井館教友会後援による標記講座の案内が来ています。 
案内書、受講手引きの必要な方は、武井または水戸に申し出てください。 
締め切り、３月２０日。 
                    
エホバの熱心  イザヤ書９章７節 ３７章３２節      内村 鑑三 

熱心とは熱情である。英語で言うパッションである。すなわち物の前後をかえりみず情に駆ら

れることである。冷静せざることである。…愛は盲目（めくら）である。人の場合においてのみ

ならず、神の場合においてもそうである。愛にはげまされてわれらは前後を忘れてしまう。苦痛

も忘れ、失敗も忘れ、恥辱も忘れ、ただ愛せん、あわれまん、恵まんとのひとすじに万事を放棄

して、われらの愛するものを益せんとする。その時にわれらは哲理に訴えて事をなさんとはしな

い。われらは情にしいられて、利害をかえりみず、損失をかえりみず、ただ一心にわれらの愛を

断行せんとする。 
そうして聖書の示すところによれば、エホバの神にもまたこの熱心があるとのことである。彼

は人類を愛する、あまりに切なるがゆえに、彼らを救わんと欲したもうにあたりては、その代価

の高きにはすこしも意を注ぎたまわない。彼は親がその子を危険の中より救わんとする時の熱心

をもって、自己の地位の高きを忘れ、また自己が救わんとする人より受くべき恥辱に思い及ば

ず、ただ愛するものを助けんとの一念に、大なる救いをほどこしたもう。（１９０６年１０月）   


